
させていただきます。次年度も調査結果を踏まえ有益な研修会が開催できるよう努めて参ります。

　今後とも宜しくお願い申し上げます。

1・参加者

　９３名（講師１・司会１・事務局２を除く）

２・アンケート結果に関して

　①アンケート回答者：７５名　回答率：80.6％　

　②アンケート集計期間：令和４年１月１４日～令和４年１月２８日

　③アンケート方法：GoogleFormsにて作成したウェブ型式アンケートにて実施

　④アンケート結果について：

１・所属されている機関をご選択

ください

回答数

ｎ＝75

居宅介護支援事業所 28

地域包括支援センター 12

医療機関 11

訪問看護ステーション 6

行政機関 5

グループホーム・サ高住・有料老

人ホーム等の入居施設
4

介護老人保健施設 2

ふくしま医療機器開発センター 2

教育機関 1

訪問介護事業所 1

小規模多機能型 1

通所介護 1

地域密着型通所介護 1

合計 75

郡山市 保健福祉部 地域包括ケア推進課

郡山市在宅医療・介護連携支援センター

　令和４年１月１４日に開催した上記の研修会についてアンケート調査を実施し、下記の通りとなりましたので、ご報告

令和3年度「医療と介護の連携に関する研修会」アンケート調査の集計結果について

令和 4年 2月 1日
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グループホーム・サ高住・有料老人ホーム…

介護老人保健施設

ふくしま医療機器開発センター

教育機関

訪問介護事業所

小規模多機能型

通所介護

地域密着型通所介護

所属されている機関



２・職種をお聞かせください
回答数

ｎ＝75

主任介護支援専門員 27

看護師 14

社会福祉士 10

介護支援専門員 6

保健師 7

介護福祉士 4

薬剤師 2

准看護師 1

精神保健福祉士 1

福祉用具専門相談員 1

事務職員 1

栄養士 1

歯科衛生士 1

生活相談員 1

介護員 1

合計

※１端末で複数参加あり
78

３・今回の研修内容はいかがで

しょうか
回答数

とても参考になった 61

参考になった 14

あまり参考にならなかった 0

参考にならなかった 0

合計 75

４・本日の研修は業務に活かせそ

うでしょうか
回答数

大いに活かせると思った 36

活かせると思った 38

あまり活かせないように感じた 1

活かすことは難しい 0

合計 75
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社会福祉士

介護支援専門員

保健師

介護福祉士

薬剤師

准看護師

精神保健福祉士

福祉用具専門相談員

事務職員

栄養士

歯科衛生士

生活相談員

介護員

参加職種

とても参考になった

81%

参考になった

19%

0% 0%

研修内容に関して

とても参考になった 参考になった

あまり参考にならなかった 参考にならなかった

大いに活かせると思った

48%

活かせると思った

51%

あまり活かせない

ように感じた…

研修を業務に活かせるか

大いに活かせると思った 活かせると思った

あまり活かせないように感じた 活かすことは難しい



５・本日の研修会を受講しACPに

対してどのように感じましたか
回答数

是非職場等でACPについて取り組

みたいと思った
18

ACPに関する理解を深めることが

出来たので、取り組めるところか

ら取り組みたい

51

ACPについて理解は出来たが、職

場等でどのように取り組んでいい

か分からない

6

ACPについて理解出来ず、取り組

むことが難しい
0

合計 75

６・今後の研修会で取り上げて欲

しい内容をご選択ください（複数

選択可）

回答数

ACPの実践報告に関すること 30

人生の最終段階に向けた支援に関

すること
36

認知症を抱えている本人・家族の

支援に関すること
54

入退院時の連携に関すること 16

受診につなげるための支援に関す

ること
31

地域包括ケアシステムに関するこ

と
10

災害時のネットワークや連携に関

すること
23

一般市民に向けたACPの普及活動

について
1

障害を抱えている家族を含めた支

援と連携
1

合計 202

18

51

6

0
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是非職場等でACPについて取り組みたいと

思った

ACPに関する理解を深めることが出来たの

で、取り組めるところから取り組みたい

ACPについて理解は出来たが、職場等でどの

ように取り組んでいいか分からない

ACPについて理解出来ず、取り組むことが難

しい

受講してみてのACPに対する考え

0 10 20 30 40 50 60

ACPの実践報告に関すること

人生の最終段階に向けた支援に関すること

認知症を抱えている本人・家族の支援に関す

ること

入退院時の連携に関すること

受診につなげるための支援に関すること

地域包括ケアシステムに関すること

災害時のネットワークや連携に関すること

一般市民に向けたACPの普及活動について

障害を抱えている家族を含めた支援と連携

今後研修会で取り上げて欲しい内容



７・今回の研修内容に関するご意見・ご感想があればお聞かせください。

・大変わかりやすく、勉強になりました。ありがとうございました。

・様々なACPの研修に参加させていただいていますが、医師としての考えを聞くことができてよかったです。

・訪問介護は利用者様へ関わる時間・機会が多く、在宅なので生活の好みや、訪問中の何気ない会話の中から想いや希望が聴けると思います。職

員間でも今日の講義内容を共有して、今後何かあった時の為にも利用者様の意思が最大限尊重できる環境をつくるお手伝いができれば良いなと思

いました。菅家先生の喋り方もわかりやすく、とても面白い講義でした。ありがとうございます。

・ACPの導入時期について悩んでいましたが、サプライズクエスチョンを活用してみたいと思います。

・具体的な事例があったので、ACPの進め方についてイメージがついた。

・人間は色々価値観をもっており日々考え方が変わる生き物であると改めて感じました。

・大変参考になりました。今後の支援に取り入れていきたいと思います。

・今回の研修内容を最期に向けた取り組みで上手に活かしていければと思います。

・本人の考えを最大限に尊重し、本人、家族、医療担当者みんなと何度も話し合うことの大切さが理解できました。

・チャットを利用しながらの講演だったので他の方の意見も聞くことができ参考になった。

・大変分かりやすく、理解ができました。今後も継続して学びを続けていきたいと思います。

・施設においても役に立つと感じましたが、自分自身の人生においても考えさせられました。 とても、有意義な時間となりました。ありがとう

ございました。

・とても深い学びになりました。事業所でもACPについての学びを深めていきたいと思います。在宅や地域で活躍されている方だけではなく、急

性期の方へももっとこの内容を知ってもらえたら地域としてACPの考えが深まるのではないかと感じました。

・ACP介入の判断基準として1年後を予測するという手法は他職員にも周知したいと思います。

・聴講者参加型の研修で、事例を元に分かりやすくご説明いただき、大変楽しく勉強になりました。 もしバナゲームを先日購入したので、ぜひ

社内でやってみたいと思います。

・ACPの基本的な考え方が理解できました。先生の説明がたいへんわかりやすく今後のすすめ方がイメージつきました。

・ACPは結論を出すことではない事がわかり、患者さんの価値観を知る事だと思いました。

・行政の立場でどこまでACPをすすめていけるか難しくはありますが、今回行っていく上でのポイントを聞けて、とても勉強になりました。もし

バナゲームも初耳でした。貴重なお話ありがとうございました。

・これまでACPについてどのように取り組めばいいかわからなかったのですが、日頃の何気ない会話から引き出していくという姿勢が大切という

ことを学びました。そのような視点から会話の内容を捉えていくとヒントになることがたくさん見えてくると感じました。あまり堅苦しく考えす

ぎず、日頃から話すことを大切に、共に悩み、考えながら、よりよい生き方に繋げていけるよう支援していきたいと思います。大変勉強になりま

した。ありがとうございました。

・初めてACPについて研修を聞いたので、具体的にどのように話を聞いたらいいかなど知ることができた。

・とても分かり易い表現で理解が進みました。医療という科学の中に、手段を示すものでなく状況によってゆらぎもあるACPが根付くことは本当

に難しいと思っています。引き続き、地域住民や医療・介護・福祉関係者への啓発活動と実践サポート（症例検討等）の両輪は、頑張りたいと思

います。ありがとうございました。

・菅家先生のようなACPについてのお話がしやすい先生方が増えればいいなと思いました。

・当事業所は定員１０人の小規模デイサービスなのでACPを活用することにより家族及び職員が利用者様一人一人の価値観を共有しやすい環境と

思いました。今回の公演を活かしたサービスの提供作りを行っていきたいです。

・ACPのタイミングや内容、進め方などについてイメージがつきました。 とてもわかりやすかったです。普段の何気ない会話も大切に何より相

手のことを知ろうとする姿勢も大事だと思いました。

・資料もあり、後で振り返るにも大変助かります。

・今後も利用者様が大切にしていることなどを聞かせて頂きながら関わっていきたいと思います。

・ACPは大切だということは　わかっていましたが、なかなか話を切り出すことが難しいと感じていました。今回の講義で「その人の価値観を共

有してもらう会話」をすれば良いんだということがわかり、少し楽になりました。具体的な内容でわかりやすかったです。

・結論を出すことではなく、繰り返し話し合うことが大切であることだということを学ばせていただきました。タイミングが難しいと日々感じて

おりますが、今後の参考にしていきたいと思います。多職種での情報共有や連携が大切だなと思っています。医師によって考え方や進め方に違い

があり、現場としては困ることもありますので、医師に対しての研修もなお勧めていただきたいです。

・入居者の方との今後の接し方について、とても勉強になりました。ACPはとても大切だと改めて感じました。

・このような内容が一般的に広がればいいなと思いました。

・本人とのやり取りの重要性を改めて感じた。



・特にありません。今後に活かせる貴重な内容でした。ありがとうございました。

・研修会に使用した資料ダウンロードしたかったのですが、直ぐに掲載終了になってしまい残念でした。

・医師との連携を図りながら進めていくことが必要と思いました。また多職種と連携も大切だと思いました。

・受診につなげるための支援ですが、受診した方が良いのでは？とこちらが思っても、どういうアプローチをしたらいいのかがいまいちわかりま

せん。とりあえずは家族・ケアマネに報告していますが、、、。 災害時の対応も、事業所としての一時的な緊急避難対応以降、どのような対応

や支援が考えられるかも知りたいです。

・受診につながっていても、医療管理がうまくいかないケースの主治医との連携に悩んでます。

・研修内容がおもしろかった。

・今後も連携していきたいと思っていますのでよろしくお願いします。

・医療も介護ももっと歩み寄り連動していける社会になって欲しいと思っております。 ありがとうございました。

・本日はありがとうございました。

・今回のように、医療･介護従事者等幅広く参加者を募っていただけると連携がすすみやすいと思いました。ありがとうございました。

・ACPでは多職種連携が大変大きなﾎﾟｲﾝﾄになる（同じ方向を見る）と思いました。

・個人医院の医師、総合病院の医師などが介護支援専門員や介護サービス職員に対する認識、ご不満が多くあるのかなど知りたい。

・また是非研修に参加させていただきたいと思います。ありがとうございました。

・患者さんが在宅看取りを希望していても、家族が無理となれば入院看取りとなる事例をいくつも経験してきました。社会資源を活用しても自宅

看取りのハードルは高いと感じています。不安も大きいです。昔は自宅看取りが当たり前だったのですが、それがなくなり、経験していなのです

から、余計不安だろうと思います。

・身寄りのない人のACPについてどのように進めていけばいいか今後学ぶ機会があればと思います。

８・医療と介護の連携に関すること、そのほかのご意見等ありましたらお聞かせください


